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Observations on some butterflies and moths of the Ryukyus (II) 


YOSHIAKI HAMA and KAZUMASA HARADA 


ま え が き 

前 報 (T) で は , 1969 年 7 月 か ら 1972 年 10 月 まで の 調査 で 得 た 知見 の 一 部 を 発表 し た が , 本 報告 で は 浜 が , 1973 
年 4 月 お よび 5 月 か ら 6 月 に か け て 沖縄 を 訪 ず れ 調 査 し た と と を も 含め て 発表 する . 今回 の 発表 に 際 し て いろ いろ 
と ど ご 教示 いた だ いた 白水 隆博 士 , 若林 守男 氏 , 資料 の 提供 や 調査 に 種々 協力 し て いた だ いた 新城 安 哲 , 安里 博 成 , 
中 部 徹 , 梨木 直也 , 長谷 純 , 浜田 稔 , 難波 圭吾 , 落合 邦雄 , 近畿 大 学生 物 研究 会 会 員 の 諸氏 , さら に 植物 の 同定 を 
し て いた だ いた 初島 住 彦 博士 , 瀬戸 剛 氏 な ど 多 く の 方 々 に 対し と と に 深謝 の 意 を 表わす . 

















1. アサ ヒナ キマ ダラ セセリ Ochlodes asahinai Shir6zu 





本 種 に つい て は , 1972 年 に 観察 し た と と を 前 報 T に 発表 し た が , 充分 で な か っ た た め 1973 年 5 て 6 月 に か け て 再 
び 調 査 を 行ない , その 後 若干 の 新しい 知見 を 得 た の で 報告 する と と に し た . な お , 本 種 の 生態 観察 に 関し て は と く 
に 長谷 , 難波 両氏 に で 協力 いた だ き , さら 人 貴重 な 観察 記録 の 発表 を 筆者 ら に 当 ね られ た . 

1) 成虫 の 生態 

石 岳 島 オ モト 岳 頂 上 で は , 1972 年 に 比べ て 大 雨 や 却 な ど 悪 天候 の 日 が 多かっ た に も か か わら ず , 成虫 の 行動 は 前 
回 観察 し た と き と ほ と ん ど 差 が みろ られ な か っ た . と く K 成 虫 の 活動 (行動 ) 時 間 お よび 活動 し や すい 気象 条件 は 前 
回 の 場合 と 一 致し て いた . 1973 年 5 月 2 日 , 西表 鳥 御座 岳 頂上 で も 木 種 を 観察 し た が , の 活動 時 間 は 午後 2 時 過 
ぎ で , 日 光 の 強い と き に は まっ た く 姿 を 見 せ ず , 太陽 が 実に 隠れ て 薄 嗜 く な っ た と き に 限り 頂上 付近 へ 飛来 し , 産 
卵 行動 な ど を 行なっ た . た だ 前 回 の 観察 と 異な る と こと は , ge の 食 草 へ の 産卵 位置 が 前 回 の 観察 で は , 地上 約 50 cm 
の 高 さ の 食 草 葉 裏 が 主 で あっ た が , 今回 の 観察 で は , 地上 1m 以上 の 高 さ に 産卵 する 個体 も 割合 に 多く 観察 する 
と と が で きた . 

な お , 同行 の 長谷 氏 は , 1973 年 5 月 16 日 午前 9 時 頃 に オモ ト 岳 の 標高 約 160m の 登山 道 で 狂い 地域 に 約 20 頭 も 
の ざ が 飛ん で いる の を 和 観察 され て いる . と の 地点 は , 道 の 左 側 (山頂 に 向 っ て ) は 渓流 沿い に 少し 開け て お り , 右 
側 は ずっ と 奥 ま で ジャ ング ル が 続き 下草 に シダ 植物 が 此 っ て いる . こと れ ら の 成虫 は 。 ど と か ら か 飛来 し 付近 の シダ 
植物 の 葉 上 に 静止 し た り , その まま 止ま ら ず に 飛び 去る も の が 多数 見 られ た . 観察 し た の は わずか 30 分 間 あ まり で 
あっ た が , その 後 は まっ た く 姿 を みせ な か っ た と いう と と で ある . 翌 17 日 に も 同時 刻 ・ 同 地点 で 観察 し て みた が , 
つい 1 頭 も 次 を 見 る て と と が で き な か っ た そう で ある (天候 は 両日 と も に 晴れ 後 法 り ). また 浜 は , 同年 5 月 20 晶 
午前 9 時 頃 オ モト 岳 の 標高 約 120 m の 地点 で , 高き 約 15m の 崖 の ふち の 地面 C 上 向き 静止 し て いる 1 9 を 採 
集 し な た < 

2) 幼虫 

1 齢 幼虫 : 暴 化 直後 の 形態 に つい て は 前 報 T に 報告 し た が , 摂 食後 の 肛 部 の 体 色 は 黄 但 色 < 緑 褐色 に か わる . オ 
モト 岳 お よび 御座 岳 頂上 付近 で , 食 草 の 葉 先 を 縦 に 巻き 簡単 な 巣 を 造り 中 に 潜ん で いる 個体 を 数 例 信 察 し た . 齢 期 
8 -11 日 . 
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2 齢 幼虫 : 頭 部 が 少し 大 きく な っ た ぐら いで 外観 上 は 形態 稚 に 大 差 が 認め られ な い . 体長 5.0~5.5m. 見 期 8 ~ 





11 日 . 
3 齢 幼虫 ・ 体長 6 こ 7mm. 人 齢 期 10 て 12 日 . 


4 齢 幼虫 : 頭 部 を 前 面 か ら 見 た 場合 , その 周辺 は 黒褐色 で , 中 縫 線 付 近 や その 他 の 部 分 は 少し 淡色 と な る . 


は 背 線 ・ 亜 背 線 が 少し 目立っ て みえ る . また , 表面 に 黒 - 黒 褐色 の 微 毛 を そなえ る が 肉眼 で は 認め に くい . 
は 帳 色 透明 の 毛 を そなえ る . 体長 7 て 10mm. 齢 期 6 て 14 日 . 





脂 部 


頭 部 に 


" 過 効 皮 : 過 部 を 前 面 か ら 見 た 場 谷 。 他 手 周辺) は 福 色 ) 日 北 付 折 | は 黄 福 色 で その 他 は 淡 褐 色 . 販 部 地 色 は 淡 
褐色 ~ 緑 得 色 , 背 線 は 褐色 , 亜 理 線 は 黄 円 色 で 少し 目立つ . 尾 端 部 の 肛 上 板 は 円 孤 状 で 淡 褐 色 . 体長 10mm ( 脱 


よこ 








NR で 不明 . 











Figs. 1-6. 2 ラ セ セ リ QOchlodes asahinai Shir6zu :(1) 2 齢 幼虫 :(2) 7 齢 (推定 ) 幼虫 
の 上 巣 (矢印 )j(3) 巣 内 部 (4) 巣 (矢印 ):(5) 7 齢 (推定 ) 幼虫 頭 部 :(6) 8 齢 (推定 ) 幼虫 . 








2 齢 幼虫 以後 は , 大 阪 へ 持ち 帰り 自然 状態 に 近い 状態 (野外 で 鉢 西 の タケ の 一 種 幼 虫 を 放す ) で 3 頭 飼育 し , 





別に 飼育 容器 内 で も 3 頭 飼育 し た . し か し , つぎ つぎ と 死亡 し , よう や く 1 頭 が 5 齢 幼虫 に まで 成長 し た が , 
下旬 死亡 し た . 








7 月 


その 後 , 1973 年 10 月 30 日 に 難波 圭 言 氏 が 淀江 賢一 郎 氏 と と も に 石 眉 島 オモ ト 缶 頂上 付近 で 本 種 幼虫 の 生態 を 観 穴 
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され た . 難波 氏 に よる と , 幼虫 は 食 草 の 先端 部 付近 の 葉 を 通常 3 枚 ( 葉 の 状態 に より 数 枚 ) 綴り 合わ せ , その 内 部 
に 糸 を 吐い て 細長 い 袋 状 に し , その 中 潜む. 3 枚 の 葉 を 綴っ て 巣 と し た 場合 に は , 葉 を 横 に 切っ た その 切り 口 が 
必ず 三角 形状 で も る と いう . 巣 は 上 部 の み を 開口 し , 通常 幼虫 は 上 向き (開口 部 に 向い て ) に 入っ て お り , 脱 礁 の 
と き に は 中 で 回 転 し 尾 敵 部 の み を 外 に 出し 養 を は ね と ば す . 食 草 の 葉 の 状態 か ら 巣 は , 斜め に 向い て いる か , また 
は 地面 に 対し ほ ば 垂直 に 近い 状態 に な る . な お , その 際 同 氏 は 若干 の 幼虫 を 持ち 帰ら れ , 筆者 ら に も 研究 材料 と し 
て 提供 され た が , それ ら は 頭 部 の 大 き さ か ら 7 齢 ぐら いと 推定 され た (難波 氏 は 1973 年 5 月 に 採集 され た 卵 か ら 骨 
化し た 幼虫 1 頭 を 11 月 現在 まで 飼育 され て いる が 齢 数 は 不明 で ある . そし て , 前 述 の 持ち 帰ら れ た 幼虫 と 頭 部 の 大 
き さ は は ほ ば 同じ で あっ た )-. 

7 齢 (推定 ) 幼虫 : 頭 部 地 色 は 淡 褐 色 で , 側 縁 は 黒褐色 . 中 縫 線 に 沿っ て 黄 円 色 の 線 が ある が 個体 に よっ て 8, 
あま り 目 立た な いも の も ある . 頭 部 に は 白色 透明 の 短 毛 が 密生 する . 胴 部 地 色 は 淡 褐 色 緑 褐色 . 背 線 は 得 色 で よ 
く 目 立ち , 前 胸 か ら 第 8 腹 節 まで 到 る が , 胸部 で は 不鮮明 で ある . 陳 背 線 は 黄 白 色 . 体長 18.0 こ 21.5 mm. これら 
の 幼虫 は , 11 月 17 日 か ら 21 日 に か け て 脱皮 を 行なっ た . 

8 齢 (推定 ) 幼虫 : 頭 部 の 形態 は 前 齢 の それ に 似 て いる が , 全体 に 色彩 が 少し 澄 くみ える . 胴 部 の 地 色 は 淡 宰 色 
て 緑 褐 色 で , 淡 褐 色 の 微 毛 を 密生 する が 肉眼 で は 目立た な い . 尾 端 部 背面 の 肛 上 板前 縁 に 明確 な 1 対 の 黒 褐 斑 が あ 
り , ほか に も る 不 規 則 に 黒褐色 の 斑点 が 散在 する . 気 門 は 淡 褐 色 で , 背 線 は 褐色 で よく 目立ち , 回 背 線 は 臣 白 色 で あ 
る . 体長 21.0 こ 22.5 mm. 


























2. 沖縄 島 産 ミカ ドア ゲハ Graphium doson C. et R. Felder 


本 種 は 南西 諸島 で は , 種 ヶ 島 ・ 屋 久 島 ・ 奄 美 大 島 ・ 沖 縄 島 ・ 八 重 山 群 島 に 分 布 し て いる が , 沖縄 島 で は まれ な 種 
で , 正式 な 記録 は 少な いと 思わ れる の で と と に 発表 し て お く . 

1 ざ , 16. MI. 1971, 国頭 部 大 宜 味 村 鱗 波 , 原田 和 政 採集 : 1 @, 12. IV. 1972, 名 護 市 勝山 , 浜 祥明 採集 . 
原田 の 採集 し た 標本 は , 諸表 青 緑色 次 弘 は 八重 山 群 島 の 個体 (八重 山 亜 種 subsp. perillus Fruhstorfer) と 同じ 人 色 
調 で ある が , 八重 山 群 島 産 より も 斑 紋 が , や や 細く 小さ く な っ て いる . また , 後半 裏 面 の 斑紋 は 八重 山 群 島 産 と 同 
じ く 赤 紋 型 で ある が , 八重 山 群 島 産 よ り も 発達 し て いる . な お , 浜 が 採集 し た 標本 は 不 注意 で 破損 し て し まっ た 
が , や は り と の 赤 紋 は 発達 し て いる . と の 特徴 が , 沖縄 島 産 すべ て の 個体 に 現われ る か どう か は 不明 で ある . 












































Figs. 7-8. ミカ ドア ゲハ Graphium の oz C. et R. Felder, @ , 沖縄 島 産 :(7) 表面 : 
(8) 裏面 . 


3. 八重 山 群島 産 ル リウ ラナ ミ シ ジ ミ Jamides bochus Stoll 
1) 食 草 
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本 種 の 食 草 と し て , イン ド で は マメ 科 に 属す る Butea frondosa, Pongamia grabra な どの つぼ み を 食べ る と と が 知 
られ て いる . 台湾 で は 浜 が 1972 年 3 月 28 日 , 台東 市 知 本 温泉 付近 で マメ 科 の Vigna 属 ? で 多数 の 卵 ・ 幼 虫 な ど を 
観察 し た . 八重 山 群島 で は 長嶺 (1962) に より マメ 科 の クロ ョ ナ お よび 未 同定 の 一 種 (タイ ワン クズ また は ハマ セ 
ン ナ ) が 記録 され , また 1965 年 8 月 に は , 福田 ら に より 石垣 島 で マメ 科 の シイ ノ キ カ ズラ (Derris uliginosa Bnth.) 
が 本 種 の 食 草 と し て 記録 され た (福田 ・ 田 中 ・ 上 宮 , 1968). 

筆者 ら は , 1971 年 7 月 9 日 に 石垣 島 通路 川 へ 行き 中 流 付近 の 比較 的 本 種 の 成虫 が 多い 地点 で , 1 本 の 木 ( 種 名 不 
有明 ) に つる 性 の マメ 科 植 物 が 若き つい て いる の を 見 つけ た . それ で その 木 登 り 手近 に 巻き つい て いる つる 性 植物 
の 花 ・ つ ば み ・ 実 な ど を 調べ た と と ろ , あぶ くに 包ま れ た 卵 塊 お よび 幼虫 (中 て 終 齢 ) を 若 二 見 つけ る と と が で き 
た . また , と の 木 以外 に も 同種 の つる 性 マメ 科 植 物 は 見 られ た が , ジャ ング ル の 中 や 高い 木 の 上 に 巻き つい て いる 
の で 調べ る こと が で き な か っ た . と の 食 草 は マメ 科 の タカ ナタ マメ (Canavalia obtusifora DC.) で あっ た (瀬戸 剛 





氏 同 定 ). 
また , 原田 は 1972 年 10 月 20 日 に 西表 島 西 船 付 橋 付 近 で タカ ナタ マメ 類似 し た 別 の 食間 を 役 察 し た が と の 植物 
は , タカ ナタ マメ の 近 縁 種 ハ マナ タマ メ (C. /ezg DC.) で あっ た (初島 住 彦 陸 土 同定 )、 な お , 1973 年 5 月 25 日 


は 浜 が 西船 付 橋 付近 で 改め て ハマ ナタ マメ が 木 種 の 食 草 で ある と と を 確認 し , 同時 に 他 の マメ 科 値 物 の 1 種 ( 未 
同定 ) か ら も 本 種 の 卵 , 幼虫 を 見 つけ , それ に 産卵 する ? を も 観察 し た . 

八重 山 で は こと れ で , 筆者 ら が 見 つけ た 3 種 の 食 草 と シイ ノ キ カ ズラ ・ ク ロ ョ ナ ・ 未 同定 の 1 種 (タイ ワン クズ ま 
た は ハマ セン ナ ) の 6 種 が ルリ ウラ ナミ シジミ の 食 草 と し て 記録 され た と と に な る が これ ら の 食 草 の うち , 筆者 ら 
の 現在 まで の 観察 で は タカ ナタ マメ 一 番 多 く 卵 , 幼虫 が 見 られ た . 

2) 生態 

成虫 : 食 草 付近 を 敏速 に 飛 逆 し , が 同種 の ゅ や 同 植物 を 食 草 と し て いる ウラ ギン シジミ (Curetis acuia paracuta 
de Nicéville) を 追 飛 する . 吸 蜜 の た め 食 草 お よび 付近 に ある 白い 花 ( 未 同定 ) に 好 ん で 集まり , 本 種 に 混じっ て 
アマ ミウ ラナ ミ シ ジ ミ (Nacaduba kurava septentrionalis Shir6zu), ヒメ ウラ ナミ シジミ (Pyrosotas nora kanot Omoto) 
も 見 られ る が , 本 種 の 飛翔 は 他 の 2 種 よ りか な り 速 く , 飛翔 中 青く 光る の で 容易 に 見 分 ける こと と が で きる . また , 
食 草 そ の 他 各 種 植物 の 葉 上 な ど に 静止 し て いる 個体 が , 突然 ジャ ング ル の 上 の 方 に 飛び 去る の も 何 例 か 観察 し た . 

e は , 食 草 ま た は 付近 の 葉 上 に 静止 し て いる 場合 が 多い . そし て , タカ ナタ マメ の 巻き つい て いる 木 の 上 に 登っ て 
の 観察 で は 1 頭 の e が , 午後 1 時 15 分 幼 果 , 1 時 30 分 花 に それ ぞ れ 産卵 し た . 2 へ ~3 回 源 卵 し た 後 付 近 の 葉 上 で 休 
息 する ・ 産卵 時 間 は 1 回 で 数 秒 で ある が , と の 距離 が 少し 離れ て いた の で 正確 に は わか ら な か っ た 

また , @ * と も に 温度 に 非常 に 敏感 な よう で , 受 っ て くる と ほとん ど が どこ と か へ 飛び 去り , 付近 を 叩い て も 飛び 
出さ な か っ た . し か し , 1973 年 5~6 月 の 観察 で は , 長 り の 日 で も 午前 8 時 頃 お よび 午後 4 時 頃 に 食 草 付近 で 多数 
の 活動 する 個体 が 観察 で きた . 

その 他 の 本 種 の 行動 と し て , 八重 山 に お ける 観察 で は な い が , 1972 年 4 月 に 台湾 知 本 温泉 付近 の 渓流 沿い で 夕刻 

一 定 方 向 ( 谷 の 下 か ら 上 へ ) に 多数 の 個体 が 飛翔 する の を 観察 し , 1973 年 3 月 に は ボル ネオ 島 Mt. Alab (Tam- 
bunan) の 山 術 で 本 種 お よび 近似 の 1 種 が や は り 夕 刻 一 定 方 向 に 多数 の 個体 が 飛翔 する の を 和 観 究 し た . 

卵 : 本 種 の 卵 は 長 鶴 や 福田 ら の 記録 に ちあ る よう に , あぶ く 状 物質 に 包ま れ て いる . 1971 年 7 月 9 日 に 通路 川 で 
採集 し た タカ ナタ マメ に つい て いる 9 個 (9 か 所 ) の あぶ く を 調べ た と と ろ , な か に 卵 1 個 の も の 1 例 , 2 個 の も 
の 1 例 , 3 個 の も の 3 例 , 4 個 の も の 2 例 , 19 個 の も の 1 例 で あっ た . と これら の うち , 19 個 の 卵 が 包ま れ て いた あ 
ぶ く は , 1 回 の 産卵 に よる も の で は な く , 何 回 か の 産卵 (同じ ゃ また は 他 の % に より ) が 偶然 同じ 位置 に 集まっ た 
も の と 推定 され る . また , 1 個 包 まれ て いた と と ろ の あぶ く は ほとん ど 蒸 発し た よう 無く な っ て 彰 跡 程度 で , 肉 
眼 で は 卵 だ け の よう に 見 えた . と れ ら 調べ た 卵 の うち 約 呈 は 財 化 後 の も ので, 駿 化 を 直接 観 穴 で き な か っ た が 中 誤 
の ある 付近 の あぶ く の 状 態 か ら み て 幼虫 は あぶ く を 喰い や ぶり 出 て くる も の と 推 袋 され る . 

産卵 位置 は 食 草 の 総状 花序 の 先端 部 の 小さ な つぼ み の 付 近 に 多く , まれ に 花 や 幼 果 に も 産卵 され る . 卵 は 淡 緑 公 
で , 直径 約 0.5 mm. 

幼虫 : 騰 化 後 幼虫 は つば み に 穴 を あけ 内 部 に 入り 幼 花 を 食べ る . 中 ^ 終 齢 幼虫 も つぼ み の 中 に 港 り 込 む も の も 
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Figs. 9-14. ルリ ウラ ナミ シジミ Jamides bochus Stoll: ( 9 ) マメ 科 植 物 1 種 に 産 付 され た あ 
ぶ く と 卵 (矢印 ) j: (10) 2 齢 幼虫 : (11) 終 齢 幼虫 側面 : (12) 同 背 面 : (13) 螺 背 面 : (14) 
同 側面 





ある が , 花 を 食べ て いる も の が 多い . 成長 する に し た が っ て より 大 き な つ ぼ み ・ 花 に 移動 し , それ ら を 食べ る . ま 
た , まれ に 幼 果 に も 穴 を あけ 内 部 を 食べ る と と が ある . 

解 化 直後 の 幼虫 の 体長 は 約 12mm, 終 齢 幼虫 で は 約 15 mm に 達し , 全体 的 に は ウラ ナミ ae 
5oeticus Linnaeus) の 終 具 幼 中 に よく 似 た わら じ 型 で ある ・ 便り ・ 背 線 は 
UN 下部 の も の は 太く 褐色 i 前 

背中 央 部 に は ほぼ ひし 形 を し た 黒褐色 の 紋 が ある . 気 門 は 黒色 . 全 幼 虫 期 を 通し て 体毛 は 少な く , 服部 の 地 公 は 
人 IO 

また , ウラ ナミ シジミ や その 他 の シジミ チョ ウ 類 の 多く に み ら れ る よう に アリ ( 未 同 定 ) が 本 種 の 幼虫 に つき ま 
と っ て いる . な お , 飼育 し た 場合 , 食 草 不足 の た めか 共 喰 い を よく 行なう . 

縛 : だ る ま 型 で 背 腹 面 か ら み る と 応 部 (胸部 ) 側面 の 張り 出し が や や 強く , 全体 人 を 仙 す る . 公約 は 
黄 褐 色 で 胸部 音 面 に 1 対 , 腹部 第 1 節 背 面 上 に 1 対 , 小 噌 点 が 密 に な る 部 分 が ある が 個体 変異 も 多く 必ず し ゃ 一 定 
し て いな い . 体長 約 10 mm. 

自然 状態 で の 遇 化 位置 は 不明 で ある が , 飼育 の 場合 , 幼 花 また は 花 を 食べ た あと の つぼ み (が く ) の 中 で 暴 化 す 
る も の が 多く , つぼ ぽ ぼ み の 入 口 を 簡単 に 糸 で 綴る の が 和 観察 で きた . 幅 の 期間 は 5 ~ 7 日 . また , 木 種 の 帆 よ り 脱出 し 
た 寄生 妖 (ヒメ バチ ? の 1 種 ) も 得 て い る が 未 同 定 で ある . 

3) @ 成 虫 の 地域 変異 

八重 山 群島 産 は , 〆 頑 表 (と くに 前 送 ) の 青 藍 色 斑紋 の 発達 が 良く , 八重 山 亜 種 4sh4gakzanus Shir6zu と し て 区 
別 さ れ て いる . また , 台湾 産 は , と の 青 藍 色 斑紋 の 発達 が 悪く 台湾 亜 種 ormosanus Fruhstorfer と され て いる . そ 
と で , 試み 八重 山 群島 産 と 台湾 産 の 標本 を 比較 検討 し て みた . 

まず , 八重 山 隊 島 産 約 100 頭 の "の 中 か ら 青 藍 色 斑紋 の 発達 の 良い も の か ら 悪 いも の の 順に 12 の 個体 を 選び 出し 
た (fgs. 15-26). また , 台湾 産 約 50 頭 の 中 か ら も 同様 に 6 個体 を 選び 出し た (fgs. 27-32). その 結果 , 八重 山 群 
島 産 で は 個体 変異 が 多く , fg. 15 の 個体 と fg. 26 の 個体 と で は 斑紋 の 出現 程度 に か な り の 差 が み ら れ る . また , 
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fgs. 20.26 の 個 休 で は 台湾 産 の 個体 と ほとん ど 差 が 認め られ な 
い . 調査 に 用 いた 八重 山 群 高 産 約 100 頭 で は , 斑紋 の 発達 程度 が 
fgs. 15-23 ぐら い の 個 休 が 多く , fg. 26 の よう に 斑紋 の 発達 が 
非常 に 悪い 個体 は 1 個体 の み で あっ た . 一 方 , 台湾 産 で は , fgs. 
30-33 ぐら い の 個 体 が 多く , 比較 的 安定 し て お り , Big. 27 の よう 
斑紋 が 発達 し た 個体 は 少な い . 

メメ 上 の 結果 より , 亜 種 shzgakianus に は その 特徴 が 現れ て いる 
も の の 身体 変異 が 多く , 癌 種 formosanus と 変異 は 連続 する よう 
に 思わ れる . な お , 比較 検討 に 使用 し た 標本 は すべ て 夏 ~ 秋 の 採 
集 品 で ある 
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Figs. 15-32. ルリ ウラ ナミ シジミ I bochus Stoll, @ (15- 
26) 八重 山 群 語族 (27 一 92) 台湾 産 . 
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